


《3》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《2》

11
月
３
日

　谷
山
の
佐
婆
為
神
社
の
冬

の
祭
礼
で
、
嫁
入
り
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　そ
の
昔
、
平
家
の
落
人
が
こ
の
地
に

落
ち
延
び
ま
し
た
。
そ
の
中
に
美
し
い

姫
が
い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
思
い
が

け
な
い
事
故
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
村
人
は
姫
の
死
を
哀
れ
み
、
嫁
入

り
を
し
な
い
ま
ま
他
界
し
た
姫
の
た
め

に
、
儀
式
だ
け
で
も
行
い
、
霊
を
な
ぐ

さ
め
よ
う
と
始
ま
っ
た
行
事
で
あ
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

11
月
８
日

　鎌
倉
八
幡
宮
の
大
祭
が

行
わ
れ
、
天
狗
を
先
頭
に
獅
子
駒
、

お
み
こ
し
、
鬼
ら
が
続
き
、
氏
子
や

消
防
団
員
ら
約
五
十
人
か
ら
な
る
神

幸
行
列
が
、
森
の
街
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。

　ま
た
神
社
の
境
内
で
は
、
ふ
た
ば

保
育
所
の
園
児
と
別
府
小
学
校
の
児

童
が
恒
例
の
奉
納
相
撲
を
行
い
、
取

組
の
度
に
保
護
者
や
先
生
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

10
月
28
日

　織
合
神
社
と
泉
川
多
目
的
集

会
施
設
で
泉
川
長
者
花
鳥
踊
り
保
存
会

（
安
井
繁
忠
会
長
）
や
地
元
の
小
学
生
ら

十
四
人
が
、
高
知
県
保
護
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
川
又
の
花
鳥
踊
り
」
を
披
露
し
ま

し
た
。

　こ
の
踊
り
は
、
二
百
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
と
さ
れ
、
保
存
会
が
伝
承
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
が
、
地
域
の
高
齢
化
や
人
口

減
少
で
踊
り
手
が
不
足
し
、
奉
納
で
き
な

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
「
今
こ
の

時
期
に
や
ら
な
け
れ
ば
す
た
れ
て
い
っ
て

し
ま
う
」
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
昨
年
、

十
数
年
ぶ
り
に
川
又
八
所
神
社
で
全
演
目

（
所
要
時
間
約
四
時
間
）
が
奉
納
さ
れ
、

真
剣
な
表
情
で
踊
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が

大
勢
の
観
衆
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
鳥
毛
姿
の
衣
装
を
ま
と
っ

た
大
人
た
ち
が
太
鼓
に
合
わ
せ
、
舞
を
披

露
。
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
り
勇
壮
な
武
者

踊
り
が
披
露
さ
れ
る
と
、
集
ま
っ
た
観
衆

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
日
も
集
落
内
を
六

人
が
花
嫁
、
鼻
高
な
ど
に

扮
し
、
谷
山
集
会
所
か
ら

佐
婆
為
神
社
ま
で
練
り
歩

き
ま
し
た
。

  

行
列
が
神
社
に
到
着
す
る

と
、
拝
殿
で
厳
粛
な
儀
式

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
た

ち
が
家
内
安
全
や
五
穀
豊

穣
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

１０月２９日　今年で２４回目となる芋煮会が

大渡ダム公園茅葺きの家で、仁淀川町農漁村女

性グループ主催により開催されました。

　この行事は、地産地消を進めるとともに、郷

土料理を伝承しようと地元の別府・長者小学校

の児童、高知大の学生、地元関係者ら約８０人

が参加しました。

「当日何を作るか楽しみだった」と話す小学生

らは、女性グループから料理の作り方を教わり

ながら、いりもちやこんにゃく作りに挑戦。目

を輝かせながら、初めての体験を楽しんでいま

した。

　その後、地元食材で作られた料理の数々を全

員で味わい、和やかに交流を深めました。

　日常の便利さに地元の良さを何気なく見過ご

しがちですが、この芋煮会は、地元の良さを知

り、おもてなしの心と郷土愛を育むきっかけ作

りとして、定着しています。

郷土愛の心育む

　 茅葺きの家で恒例の芋煮会

賑わう森の街 

　　鎌倉八幡宮神幸行列が練り歩く

織
合
神
社
境
内
で
川
又
の
花
鳥
踊
り
を
披
露

織
合
神
社
で
花
鳥
踊
り
披
露

平
家
落
人
の
姫
の
霊
を
慰
め
る
嫁
入
り
行
事

地
元
の
伝
統
料
理
を
次
世
代
へ

子
ど
も
ら
も
熱
演

子
ど
も
ら
も
堂
々
と
し
た
踊
り
を
披
露

こんにゃく作りの様子

一番右が花嫁。この６人で練り歩きます

いりもち作りの様子 

婚
礼
の
儀
式
の
様
子

さ

　ば

　え

真
剣
勝
負
に
飛
び
交
う
歓
声

境
内
で
奉
納
相
撲
も

左
か
ら
天
狗
、
鬼
、
獅
子
駒

天
狗
を
先
頭
に
鎌
倉
八
幡
宮
を
出
発
し
て
、
い
ざ
森
の
街
へ

激
し
く
上
下
に
跳
ね
回
る
み
こ
し



《5》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《4》

10
月
20
日 

「
第
二
回
仁
淀
川
一
斉
清
掃
」
が

「
池
川
地
区
北
浦
ふ
れ
あ
い
公
園
」
周
辺
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
仁
淀

川
清
流
保
全
推
進
協
議
会
（
仁
淀
川
の
流
域

住
民
、
団
体
、
事
業
者
等
で
組
織
）
が
中
心

に
な
り
、
仁
淀
川
流
域
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
行
う
、
清
流
保
全
に
向
け
た
取
り
組
み
で

す
。　昨

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
清
掃
活
動
で
す
が
、

こ
の
日
の
参
加
者
は
約
五
十
人
。
約
一
時
間

の
清
掃
活
動
で
約
二
百
㌔
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り

ま
し
た
。
仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協
議
会
上

流
部
会
の
井
上
光
夫
会
長
は
、
「
今
後
こ
の

清
掃
活
動
が
仁
淀
川
流
域
で
一
つ
に
な
っ
て
、

観
光
や
産
業
の
振
興
に
つ
な
が
っ
て
い
け
れ

ば
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

９月２０日　仁淀中学校の生徒が、地域とのふれあい学習の一環として、生徒会主導のもと、長者、

川渡、別枝の３班に分かれて奉仕活動を行いました。別枝班と清掃活動を一緒に行った森地域長の大

石武志さんは、「秋葉神社の広い境内を隅から隅まで、汚れが目立つトイレも素手で磨く姿には頭の

下がる思いがしました」と話していました。

１０月１６日  さわやかな秋風の下、中津観光協会や名野川郵便局、

ゆの森、商工会、品原建設、藤原建設など、地元関係者が参加し、

秋の行楽シーズンを控えた中津渓谷周辺で清掃活動を行いました。

　当日は高知ファイティングドッグスの選手らも応援にかけつけ、

中津渓谷の自然を眺めつつ、清掃活動に汗を流していました。　

　この清掃は、県内を訪れる観光

客に対して、美しい環境でお迎え

し、すがすがしい気持ちで観光を

満喫してもらうための取り組みと

して、県内一斉に行われました。

１１月１０日　今年３月末で休校となってい

た名野川小学校で閉校式が行われ、卒業生や

地域住民ら約３００人が参加し、慣れ親しん

だ校舎との別れを惜しみました。

  名野川小学校は、明治１８年に下名野川小

学校名野川渡分校として創立し、昨年度まで

に２，５５３人が巣立ちました。

　閉校式典は、保護者らが実行委員会（片岡

雅人会長）を立ち上げ、名野川小学校の有終

の美を飾ろうと、この日まで準備を進めてき

ました。

　式典では、片岡会長が声を震わせながら

「今日まで名野川小学校を温かく見守りなが

ら、導いてくださった皆さまに心からお礼を

申し上げます」と感謝の気持ちを伝えました。

　式典の終わりには、最後の在校生となった

子どもたちによる記念合唱が披露されると、

涙ぐむ人、笑顔で口ずさむ人、皆それぞれに

閉校を惜しみました。校庭では閉校記念碑の

除幕式も行われ、当時を懐かしみながら、思

い出話に花を咲かせていました。

私たちの町をきれいに ～仁淀中学校が奉仕活動～

「あったか高知。秋のおもてなし一斉清掃」　
                 ～中津渓谷の自然に囲まれて～

集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

第
２
回
仁
淀
川
一
斉
清
掃

１２７年の歴史と伝統に幕
思い出をありがとう 名野川小学校

中津渓谷遊歩道

清掃活動が行われた北浦ふれあい公園

集められたゴミ  約２００㌔

別
枝
地
区
（
秋
葉
神
社
）

長
者
地
区

名
野
川
小
学
校
校
歌

　
　
　
　作
詞
作
曲

　藤
原
誠
志

一
．
世
界
の
海
を

　目
ざ
し
つ
つ

　
　流
れ
も
清
く

　仁
淀
川

　
　行
こ
う
仲
良
く
手
を
と
っ
て

　
　す
す
め

　名
野
川
小
学
校

二
．
大
き
な
希
望

　胸
に
だ
き

　
　中
津
の
嶺
の
空
高
く

　
　力
い
っ
ぱ
い

　が
ん
ば
ろ
う

　
　伸
び
よ

　名
野
川
小
学
校

三
．
桜
の
窓
の

　明
け
く
れ
に

　
　平
和
の
虹
を

　夢
み
つ
つ

　
　あ
す
の
母
校
を
築
こ
う
よ

　
　栄
え

　名
野
川
小
学
校

　名野川小学校は、平成２１年、２２年と、ホームページを保有

する全国の小学校を対象とした、日本最大の小学校ホームページ

コンテストで県最優秀校を２年連続受賞という功績を残しました。全員で最後の校歌斉唱

校庭で行われた閉校記念碑の除幕式

当
時
の
卒
業
写
真
を
見
て
自
然
と
笑
み
が

こ
ぼ
れ
ま
す
。
「
こ
れ
私
！
若
い
ね
え
」

三
月
ま
で
在
校
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

閉
校
記
念
碑
と
記
念
撮
影

当
時
を
懐
か
し
み
つ
つ
、
別
れ
惜
し
む



～ 長者地区の町有林で間伐作業も体験 ～

《7》 広報によど川 12月号 広報によど川 12月号 《6》

　川
崎
重
工
業
㈱
、
高
知
県
、

仁
淀
川
町
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
環
境
保
全
事
業
「
協
働

の
森
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
、
十
月
二
十
四
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
の
間
、
川
崎
重

工
業
プ
ラ
ン
ト
・
環
境
カ
ン

パ
ニ
ー
の
新
入
社
員
四
十
人

の
研
修
が
、
長
者
地
区
の
町

有
林
や
日
鉄
鉱
業
㈱
鳥
形
山

鉱
業
所
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

現
在
、
仁
淀
川
町
は
、
川

崎
重
工
業
が
開
発
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
設

備
に
よ
り
、
地
元
の
間
伐
材

等
の
一
部
を
用
い
て
ペ
レ
ッ

ト
を
生
産
し
、
地
元
の
施
設

で
重
油
代
替
の
燃
料
と
し
て

利
用
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　協
働
の
森
づ
く
り
事
業
で

は
、
研
修
の
ほ
か
、
町
有
林

整
備
も
行
っ
て
お
り
、
川
崎

重
工
業
か
ら
の
協
賛
に
よ
り

昨
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
、

約
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間

伐
と
約
二
千
五
百
㍍
の
作
業

道
整
備
を
行
い
、
合
計
で

2
1
8
ｔ
―
C
O
2

の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

10
月
28
日

　森
地
域
主
催
の
防
災
訓
練
が
別
府
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
森
地
域
の
住
民
や

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
仁
淀
支
部
、
消
防
関

係
者
ら
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　今
回
実
施
し
た
防
災
訓
練
で
は
、
地
震
が
発
生

し
た
と
の
想
定
で
、
ま
ず
各
地
区
の
拠
点
に
避
難

し
た
後
、
別
府
小
学
校
に
集
ま
り
、
A
E
D
訓
練
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
消
火
活
動
、
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

が
真
剣
に
取
り
組
み
、
日
ご
ろ
の
備
え
の
大
切
さ

を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

１０月２３日　仁淀川町コミュニティーセンター（池川総合

支所３階）の調理実習室を会場に「牛乳・乳製品料理講習

会」が開催され、家庭の健康を守るお母さんら４４人が参加

しました。

　これは、よりよい食生活をすすめるための講習会として、

仁淀川町食生活改善推進協議会が森永乳業株式会社の協賛に

より開催したもので、講師指導のもと、食生活改善推進員

（ヘルスメイト）と参加者が４班に分かれ、フライパンで作

れるピザ、具だくさんチーズミルクスープ、はちみつヨーグ

ルトムースの３品を調理しました。

　当日は仁淀川町地域子育て支援センターの協力により、子

育て中のお母さんが子ども同伴で参加できたこともあり、次

回もこういう機会があれば参加したいとの嬉しい声もありま

した。

　火災が発生しやすい季節。恒例の保育園

児による防火パレードが行われました。　

　園児たちはパレードに先立ち、元気な声

で防火を誓い、火の用心を呼びかけました。

１０月２６日　仁淀川町役場で防犯街路灯の寄贈式が行わ

れ、四国電力株式会社 須崎営業所 小島克郎所長から大石

弘秋町長に目録が手渡されました。四国電力が社会貢献活

動の一環として、毎年１０月に実施している「よんでんグ

ループふれあい旬間」行事の一つで、平成５年度から毎年、

延べ１５４機の街路灯を地区に寄贈していただきました。

街路灯は設置希望のあった町内各地に設置していただき、

防犯や交通安全のために役立っています。

森地域で南海地震を
　　　　　想定した防災訓練実施
森地域で南海地震を
　　　　　想定した防災訓練実施

四国電力株式会社より街路灯寄贈　～地域の防犯、交通安全に～

保育園児が防火パレード

皆
真
剣
な
表
情
で
す

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
実
習

１１月９日　ふたば保育所

１１月１４日　長者保育所

消火栓から火点まで約１００m！バケツリレーによる消火活動

救
命
救
急
講
習

炊
き
出
し
訓
練

火
の
用
心

防火標語

　消すまでは、出ない、
　　行かない、離れない！

大
石
町
長
（
左
）
と
小
島
所
長

協
働
の
森
づ
く
り
事
業

仁
淀
川
町
で
川
崎
重
工
業
㈱
新
入
社
員
研
修
開
催

牛乳・乳製品料理講習会に44人が参加



広報によど川 12月号 《8》《9》 広報によど川 12月号

教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　町内３中学校の２年生の職場体験学習が行

われ、１０月１５日に、吾川中学校で体験を

通して感じたことや学んだことを発表する

「合同発表会｣が行われました。

　体験場所は､飲食店、鮮魚店、スーパー、

コンビニ、消防署、医院、保育園や学校など

さまざまです。生徒たちは職場ごとに伝えた

いことを話し合い､模造紙にまとめて発表し

ました。働く場所は違っても、｢挨拶｣｢笑顔｣

｢コミュニケーション｣｢協力すること｣など、働く

上で大切にしなければならないと感じたことは、

共通していました。また働くことの責任も実感

し、自分の将来の目標として手応えを感じた生徒

もいました。

　働くことは苦労もあるけれど、楽しさや、やり

がいもあること、一生懸命やることが達成感につ

ながることなど、多くのことを学ぶことができ、

とても良い経験となりました。

仕
事
の
厳
し
さ
や
喜
び
な
ど
、体
験
を

通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た

子どもの読書活動支援員便り
☆「家族で本に親しむ日」が開催されました！

　１０月２８日（日）中央公民館（大崎）で

「家族で本に親しむ日」と題した図書イベント

が開催されました。当日は、町内各学校の選書

会に来ている、えほんの店コッコ・サンの森本

智香さんによる講演やおはなし会が行われまし

た。

　また、しおり作りや

おやつの試食もあり、

好評のうちに終了しま

した。

　当日参加してくださ

った皆さま、ありがと

うございました。

☆現在、中央公民館に展示中！

「　装　う　」２階ロビー

「クリスマス」２階図書室

※全て無料で貸し出しできます

問い合わせ

　教育委員会（西田・片岡）

　☎３５－００１９　　３５－００１０

戸惑いながら、頑張り、得た充実感を共有します

左から、片岡利恵子さん（名野川）、藤原徳幸さん（下土居）、
片岡宗行さん（名野川）、藤岡冴子さん（高知市）、藤原元彦さん （川内谷）

苦
労
の
中
に
見
い
だ
し
た 

や
り
が
い
と
達
成
感

本
町
４
選
手
が
ベ
ス
ト
16
に
入
る
大
健
闘
！

〜
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城・仙
台
２
０
１
２
〜

し
お
り
作
り
に
挑
戦
！

お
は
な
し
会
の
様
子

10
月
13
〜
15
日

　ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
が
十
三

日
、
仙
台
市
の
市
陸
上
競
技
場
で
開
幕
し
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
卓

球
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
十
五
競
技
を
行
い
、
六
十
歳
以
上
の
参

加
者
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　本
町
か
ら
は
、
百
六
十
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交

流
大
会
に
四
人
の
選
手
が
出
場
し
、
粘
り
強
さ
と
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
ベ
ス
ト
16
に
入
る
健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。

仁淀柔道スポーツ少年団　練習の成果発揮！
西森妙さん、谷脇弦起君が個人の部で見事優勝！谷脇杜和君も初出場でうれしい優勝！

9月16日　第４７回スポーツ少年団交歓大会（柔道の部）が高知南中・高等学校格技場で行われ、仁淀

柔道スポーツ少年団が、日ごろの練習の成果を発揮して好成績を収めました。

【団　　体】　

　低学年男子　準優勝　仁淀柔道スポーツ少年団

【個人の部】  

女子６年の部　優　勝　西森　妙　（長者小）

女子４年の部　第２位　西森　胡美（長者小）

３年の部　　　第３位　古渕　達哉（別府小）

２年の部　　　優　勝　谷脇　弦起（別府小）

幼児の部　　　優　勝　谷脇　杜和（ふたば保育所）

新年の幕開けをさわやかに！
2013新春スポーツ始め

新春恒例
    池川芸能大会のご案内

　体力に応じて歩いても大丈夫。ご家族おそろ

いでご参加ください。

　年の始めに、さわやかな汗を流しませんか。

平成２５年１月２日（水）
　○吾川中学校グラウンド　　９：３０～

　○別府小学校グラウンド　　９：４０～

　○長者小学校グラウンド　　９：４０～

　○池川小学校グラウンド　１０：００～

　盛りだくさんの内容で皆さんをお待ちしてい

ます。お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

〈日　時〉 平成２５年１月６日（日）

　　　　　 １２時から

〈場　所〉 池川コミュニティセンター

　　　　　 ４階

〈主　催〉 池川文化協会
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

味
わ
い
な
が
ら

　ゆ
っ
く
り
と

お酒と上手に付き合っていますか

  

こ
れ
か
ら
忘
年
会
・
新

年
会
と
お
酒
を
飲
む
機
会

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
適
度
な
お
酒
は
心
身

を
く
つ
ろ
が
せ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

し
て
く
れ
ま
す
。
適
量
の

お
酒
は
、
人
生
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
も
の
で
す
。

　し
か
し
、
こ
の
よ
う
に

楽
し
い
は
ず
の
お
酒
で
、

悪
酔
い
や
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
を
お
こ
し
て
は
何

に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　楽
し
い
お
酒
と
付
き
合

っ
て
い
く
た
め
に
は
、

「
適
度
な
酒
量
」
を
、

「
自
分
の
ペ
ー
ス
」
で
、

「
味
わ
い
な
が
ら
」
飲
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

 
 

厚
生
労
働
省
は
飲
酒
行
動
に

関
す
る
目
標
（
健
康
日
本
21
）

を
、
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
を

一
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
約

二
十
ｇ
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
お
酒
の
量
に
換
算
す
る

と
…　意

外
に
少
な
い
と
感
じ
た
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
こ
れ
は
、
男
性
で
「
お
酒

に
強
い
」
タ
イ
プ
の
場
合
で

す
。
女
性
・
高
齢
者
、
お
酒
に

弱
い
方
は
こ
れ
よ
り
少
な
い
量

が
適
量
で
す
。

　平
成
二
十
二
年
度
の
仁
淀
川

町
特
定
健
康
診
査
で
は
、
下
記

の
よ
う
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　濃
度
の
高
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
の
ど
、
胃
、
小
腸

の
粘
膜
に
強
い
刺
激
を
与
え
ま
す
。
喉
頭
が
ん
や
食

道
が
ん
の
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

肝
臓
に
も
過
度
の
負
担
を
与
え
ま
す
。

　強
い
お
酒
は
酔
い
が
ま
わ
り
や
す
い
の
で
、
早
く

酔
い
た
い
時
に
つ
い
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
の
た
め
に
も
薄
め
て
飲
み
ま

し
ょ
う
。

　沈
黙
の
臓
器
と
呼
ば
れ
る
肝
臓
は
、
日
々
黙
々
と

働
い
て
い
ま
す
。
毎
日
お
酒
を
飲
む
方
は
、
週
に
二

日
は
飲
ま
な
い
日
を
も
う
け
、
肝
臓
を
休
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

歯っぴい
スマイル

は

　９月２７日に行った３歳児健診で、むし歯がなかった元気な

お子さんを紹介します。

　８０歳で２０本以上の自分の歯を保とう！という「８０２０運動」にちなみ、平成２４年度

高知県いい歯の表彰「熟年の部」で、仁淀川町から５人の方が受賞されました。

これからもピカピカの歯を守ってね

高知県いい歯の表彰「熟年の部」 仁淀川町から５人受賞

安
井

　皓
哉
く
ん
（
日
鉄
宮
ヶ
坪
）

鎌
倉

　一
真
く
ん
（
下
川
渡
上
）

筒
井

　優
貴
く
ん
（
下
土
居
）

大
原

　由
聖
く
ん
（
竹
ノ
谷
）

佐
野

　遙
都
く
ん
（
東
古
城
山
）

池
上

　暁
く
ん
（
日
鉄
宮
ヶ
坪
）

大
原

　一
葉
ち
ゃ
ん
（
大
板
）

ひ
と 

は

ゆ
う 

き

さ
と
る

は
る 

と

ゆ
う 

と

か
ず 

ま

ひ
ろ 

や

特別賞（歯科医師会長表彰）

　ご夫婦で受賞

　　   森本　功さん　 　８２歳（岩丸）　

  　    森本　富貴子さん ８０歳（岩丸）

　優良賞

　　   藤原　富貫さん    ８４歳（相能）

（財）８０２０推進財団理事長表彰

　　鈴木　正徳さん　８３歳（日浦）

　　藤原　愛子さん　８４歳（相能）

みなさん、おめでとうございます 。

森
本

　功
さ
ん
・
富
貴
子
さ
ん
ご
夫
妻

鈴
木

　正
徳
さ
ん

歯っぴいスマイル
～むし歯ゼロの3歳児～

適
量
の
飲
酒
は

ど
れ
く
ら
い
？

【適度な飲酒】
日本酒　１合 （180ｍｌ）

ビール中ビン1本 （500ｍｌ）

ウイスキーダブル１杯 （60ｍｌ）

い
か
が
で
す
か
？

男性約６割！　女性約１割！　　毎日お酒を飲んでいました！

約3割の方が
毎日4合以上飲んでいました。

強
い
お
酒
は
薄
め
て

休
肝
日
を
作
り
ま
し
ょ
う

毎日飲む

時々飲む

飲まない

毎日飲む

時々飲む

飲まない

一合未満

１～３合未満

３～４合未満

４合以上

飲酒：男性 飲酒：女性

毎日飲む人の飲酒量：男性

57.9％

10.2％

17.5％

72.3％

41.9％

25.1％

28.5％

4.5％

24.3％

17.8％

（平成22年度　仁淀川町特定健康診査　問診票）
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■■■お知らせコーナー■■■

　す
べ
て
の
事
業
主
は
、
法
定

雇
用
率
以
上
の
障
害
者
を
雇
用

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
法
定
雇
用
率
が
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
次
の

よ
う
に
変
わ
り
、
障
害
者
を
雇

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

主
の
範
囲
が
五
十
六
人
以
上
か

ら
五
十
人
以
上
に
な
り
ま
す
。

民
間
企
業

  

一
・
八
％

　↓

　二
・
０
％

国
、
地
方
公
共
団
体

  

二
・
一
％

　↓

　二
・
三
％

都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会

  

二
・
０
％

　↓

　二
・
二
％

問
い
合
わ
せ

  

高
知
労
働
局
職
業
対
策
課

  

☎
０
８
８
・
８
８
５
・
６
０
５
２

　林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、
退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
方
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。

　以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ

加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
い
た
し

ま
す
。

  

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契

約
者
お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ

ま
に
対
し
、
各
種
手
続
き（
共
済

手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求

な
ど
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
で
き
る
限
り
速
や
か
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
最
寄

り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　☎
０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７

　
　０
３
・
６
７
３
１
・
２
８
９
０ 

　高
知
支
部

　高
知
市
本
町
４
―
１
―
35 

　（
森
連
会
館
内
）

　☎
０
８
８
・
８
７
５
・
８
１
２
８

　県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
か
ら
多
く
の
小
中
学
生
が

生
き
延
び
た
岩
手
県
釜
石
市
の

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

群
馬
大

学
大
学
院 

片
田
敏
孝
教
授
を

お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

　

　平
成
24
年
12
月
18
日
（
火
）

　18
時
30
分
開
演（
18
時
開
場
）

場
所　高

知
新
聞
放
送
会
館
６
階

　

  

　高
新
R
K
C
ホ
ー
ル

演
題　巨

大
津
波
想
定
に

　向
か
い
合
う
防
災
を
考
え
る

講
師　群

馬
大
学
大
学
院

　
　片
田
敏
孝
教
授

入
場
料

　無
料

申
込
期
日

　12
月
12
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　高
知
県
南
海
地
震
対
策
課

　

　☎
０
８
８
・
８
２
３
・
９
７
９
８

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

林
業
退
職
金
共
済
制
度

に
つ
い
て

震
災
に
強
い
人
・
地
域
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

障
害
者
の
法
定
雇
用
率

引
き
上
げ
に
つ
い
て

　今年の５月以降、新聞やテレビなどで報道さ

れていますが、巨樹・古木が人為的に枯らされ

てしまうという被害が全国的に多発していま

す。高知県の事例では、樹木医による調査によ

り、根元部分に小さい穴を開け薬剤を注入して

いることが分かりました。

　地域で大切にされている巨樹・古木をこの様

な被害から守るため、（公社）高知県森と緑の

会、高知県および市町村は、情報の収集を行っ

ております。巨樹・古木が不自然な枯れ方をし

た場合は早急にご連絡ください。

問い合わせ

　仁淀川町役場産業建設課　☎３５－１０８３

　池川総合支所地域振興課　☎３４－２１１４

　仁淀総合支所地域振興課　☎３２－１１１３

　「素敵な出会いが

あれば、そろそろ結

婚…」と考えている

方を応援するため、

出会いの場となるイ

ベントや婚活サポー

ターなどの情報をタ

イムリーにお知らせ

するメールマガジン

の配信を始めまし

た。 

【PCから】

　高知県ホームページの「メールマガジン」から登録 

　　　http://www.pref.kochi.lg.jp/mailmaga/ 

【携帯から】

　　　kochi-deaiouen@ken3.pref.kochi.lg.jp 

　　　あてに空メールを送信　 →

※次のメールアドレスを受信できる

ように設定してください

☆登録確認メール

　　 webmaster@ken4.pref.kochi.lg.jp

☆メルマガ配信

　　 kochi-deaiouen@ken3.pref.kochi.lg.jp

問い合わせ

 高知県 地域福祉部 少子対策課

　☎０８８－８２３－９６４０

　　０８８－８２３－９６５８　

 E-mail:060501@ken.pref.kochi.lg.jp

　最
近
、
庭
で
餌
付
け
を
し
た

り
神
社
や
河
川
な
ど
の
人
が
集

ま
る
場
所
で
リ
ス
や
、
ト
ビ
な

ど
の
野
生
動
物
に
食
べ
物
を
与

え
て
い
る
人
が
い
る
た
め
、
多

く
の
人
が
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
。

　野
生
の
動
物
は
本
来
、
山
や

森
の
中
で
木
の
実
な
ど
の
食
べ

物
を
探
し
、
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
人
が
与
え
る
食
べ
物
の
中

に
は
、
食
べ
て
は
い
け
な
い
物

も
あ
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
、

人
に
食
べ
物
を
も
ら
う
と
そ
れ

に
慣
れ
て
し
ま
い
、
食
物
を
探

せ
な
く
な
り
、
町
中
に
出
て
き

て
、
人
の
食
べ
物
を
奪
う
な
ど

悪
さ
を
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま

す
。　こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
普

段
か
ら
ご
み
は
室
内
で
管
理
し

た
り
、
餌
付
け
を
し
な
い
よ
う

に
し
て
、
野
生
動
物
に
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
家
の
床
下
や
屋
根
裏
な
ど

動
物
が
入
り
込
み
や
す
い
と
こ

ろ
を
な
く
し
た
り
、
池
に
は
網

や
柵
な
ど
の
防
御
措
置
を
し
ま

し
ょ
う
。

野
生
動
物
に
エ
サ
を

あ
た
え
な
い
で
！！

地域の巨樹・古木の枯損被害の
　　　　 防止活動にご協力ください

こうち出会いのきっかけ メールマガジン
登録者募集中

年末年始の業務
出張サービス始めました

心も身体もゆったりマッサージ！
ほほえみの国タイに伝わる伝統マッサージ。

体を流れるエネルギーラインを刺激し自然治癒力アップ、

ストレス緩和。癒し効果も抜群です。

ご自宅・会社への出張始めました。ゆの森温泉では、お客

様にも大変喜んでいただいております。是非一度お気軽に

お試しください。

　営業時間　　１０時～２０時

　全身コース　６０分 ４０００円～ 

　足裏コース　４０分 ３５００円～

※お待たせする事のないよう、
　お電話にてご予約をお願いします。

タイ古式マッサージ　ぽんじゃらす
仁淀川町川口３７－３（交差点すぐ）

お問い合わせ、ご予約

　☎080-3929-0039　カムピラ スラポン

　☎090-2892-8730　小崎 久美子
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みんなが主役！　スタイルプロジェクト

高知県最低賃金改定のお知らせ「健康テレホンサービス」のご案内

ＢＢ
○焼畑地のソバ、刈り取り
　8月17日に焼き、翌18日にまいた用居の焼

畑ソバ畑。この両日は、雨続きだった今年の

夏で唯一好天に恵まれた日でした。

　先人の知恵どおり草もほとんど生えず、す

くすくとうまく育った焼畑ソバをまいてから

78日目の11月4日に、愛媛大学の笠松先生や

学生さんらと刈り取りました。

　ここからさらに１カ月間ほど稲木にかけて

干していきます。どのくらいの収量があるの

か、また、どのくらいうまいソバが収穫でき

るのか楽しみです。

　高知県で事業を営む使用者およびその事業で

働く常用・臨時・パートなど、すべての労働者

に適用される高知県最低賃金（平成24年10月

25日までは、時間額645円）が次のとおり改

定されました。
  

時間額　６５２円
　　効力発生年月日　平成24年10月26日

問い合わせ　

　高知労働局（賃金室）

　☎０８８－８８５－６０２４

　須崎労働基準監督署

　☎０８８９－４２－１８６６

　高知県保険医協会では、下記の内容で朝９時か

ら翌朝９時まで、２４時間同じテーマのテープを

流しています。健康テレホンサービスの電話番号

は☎０８８－８３２－５２６６です。

問い合わせ

　高知県保険医協会　☎０８８－８３２－５２３１

○仁淀川町の茶業のこれからを地元学で考える

　仁淀川町が誇る大ヒット商品「茶畑プリン」。

空港などでも販売されていますが、いつも売り切

れ、入荷待ちの人気ぶりです。

　そんな人気商品を製造している「池川茶園」の

皆さんと一緒に、今回は仁淀川町のお茶と、池川

茶園さんの現状や問題点について、徹底的に話し

合うワークショップを開催しました。

　吉本哲郎氏による地元学のレクチャーを受けな

がらワークショップを進めるうちに、これからは

もっと楽しむ余裕をもちながら、仁淀川町全体の

お茶の発展につなげていけるような体制をつくる

ことが鍵になりそうです。

問い合わせ 「Ｂスタイル」プロジェクト　大崎事務所（中山）☎３５－０５６７

　　　info@2410style.jp　または　☎０９０－８６９６－７７０７（井上）

【吉本哲郎氏】  元水俣市の職員で、水俣病による風評被害で対立する農業者と漁業者の絆を取り戻すために、“もやい祭り”

などを企画して水俣市を元気にするなど、町の再生に尽力。現在はその経験を生かし、地元学を提唱し活動しています。

地域おこし協力隊がゆく ～今月は石川 伊佐男隊員～ こんなときには届け出が必要です
　こんにちは、地域おこし協力隊の石川です。

　移住希望者や観光客など町外の人と町民の方

が交流できる場所・場面があれば、町の魅力

（人・自然・文化・料理など）を体感してもら

える。そんな発想から10月27日（土）・28日

（日）に「第１回　山里の暮らしを楽しむセル

フビルド講座」を池川自然学園で実施しました。

県内外から14人の参加があり、第２回の講座

（11/23・24実施、来月号で報告予定）にも

25人の参加申し込みがありました。この２回

の講座で東京・福岡・大阪・神奈川など四国外

から８人もの参加がありました。

　参加される方は、「いつか自分の家をセルフビルドした

い」（セルフビルドとは「自分で自分の家を建てる」こ

と）、「いつか田舎暮らしをしたい」という方から「仁淀

川町に移住したい」という方もいます。このような機会が

あれば、この町の魅力を知り、町民と知り合い、移住への

気持ちが少しずつ固まってゆくと思うのです。私は今回の

講座が移住希望者を受け入れる初めてのイベントで、参加

動員が移住促進事業のひとつの試金石だと思っていました。

高知市から離れた山里でも、魅力ある企画ならば、動員で

きることを確信しました。来年度以降も「セルフビルド講

座」やその他の移住促進イベントを微力ながら企画実施し

ていきます。今後ともご支援ご協力をお願いいたします。

　国民年金は、日本に住む２０歳以上６０歳未満のすべての人が加入しなければなりません。届け

出は加入する時だけでなく、被保険者種別が変わったときにも必要です。もし、届け出されなかっ

た場合、年金額が少なくなったり受け取れない場合もありますので、必ず届け出をしましょう。

 ※届け出は住所地の市町村へ提出してください

国 民 年 金

活動報告はブログで発信しています。

　　→http://www. i ju- jo in . jp/ch i ik iokosh i/b log/4037/

　　　もしくは、地域おこし協力隊ブログで検索→タイトル：深山幽谷ヒゲな日々名前：ひげさん

しだいに炭窯の形が見えてきました

炭
窯
を
作
る
上
で
重
要
な
土
台
づ
く
り

肛門のかゆみ

い 　 さ 　 お
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一酸化炭素中毒とは…
　一酸化炭素は、無色・無臭で気付き

にくく、人体に有毒な気体です。締め

切った室内で石油暖房機やコンロなど

火気を長時間使用すると発生します。

　中毒症状は、頭痛・耳鳴り・めま

い・吐き気などがあります。さらに症

状が進むと手足が痺れて身体の自由が

きかなくなり、ついには意識を失って

倒れてしまい、そのまま死に至ってし

まいます。

※最近、食品工場や業務用厨房施設で

多発していますので注意しましょう。

また、自動車などの排気ガスには多量

の一酸化炭素が含まれていますので

吸い込まないようにしましょう

　年末年始は、飲酒の機会が多くなることや交通量の増加などを

原因として、交通事故の多発が予想されることから、県民一人一

人が交通安全に対する意識を高め、交通ルールの遵守と正しい交

通マナーを実践し、安全で安心な人にやさしい交通環境をつくる

ことにより、交通事故を防止することを目標とします。

　年末年始は更新窓口が大変混み合います。期限ギリギリになって慌てないように

余裕を持って更新手続きを行ってください。

　とくに、運転免許センターは混雑が予想されますので、更新手続きはぜひ、佐川

警察署にお越しください。

【中毒患者の救出時の注意点】
・救出者が共倒れする危険性があるので、タオルなど

で口・鼻を覆い息を止めて部屋の換気を行う。

・連れ出す時は引きずるようにする。意識があっても

歩かせない。

・軽症であっても必ず医療機関で受診する。(数日

後、数週間後に障害が現れることがあります。)

ご
寄
付
の
お
礼
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（
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岡
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キ
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村
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様
（
湖
南
市
）

　土
居
三
谷
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様
（
松
山
市
）

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

　こ
ま
め
な
換
気
が
重
要
で

す
。
特
に
最
近
の
住
宅
は
気
密

性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
三
十
分
〜
一
時
間
を
目
安

に
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

　も
し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
が

発
生
し
た
ら
、
落
ち
着
い
て
窓

を
開
け
、
新
鮮
な
空
気
を
取
り

込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
酸
化
炭
素
中
毒
を
防
ご
う

☆
一
酸
化
炭
素
中
毒
の

対
処
法

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

年末年始の交通安全運動
実施期間　平成２４年１２月１０日（月）～平成２５年１月９日（水）

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

重点目標
１子どもと高齢者の交通事故防止

２飲酒・暴走運転の根絶

３自転車の安全利用の促進

運転免許証の更新手続きはお早めに!!

観光事業のお問い合わせは　☎

参加費無料
申し込み不要
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藪
柑
子
句
会

荒
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み
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の
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長
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山
子
郷
の
華

小
崎

　千
恵
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ー
ル
て
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井
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頑
張
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岡
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追
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岡
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し
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尾
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マ
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エ

な
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尽
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結
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子

夫
植
え
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片
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と
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ぞ
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良
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井
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井
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聴
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良
き
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か
な

鎌
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　信
夫

初
蒔
の
大
根
は
え
ど
嵐
雨

仁淀川町行事カレンダー（12月・1月）……… ………
ひ
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た

く

つ
ま

か
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も
み
じ

ま
き

あ
ら
し
あ
め

か

か

し

か

か

し

衆議院議員総選挙投票日

成人式（池川コミュニティセンター13:00～）

広 告

１２
月
4
日
か
ら
１０
日
ま
で
は

　

　人
権
週
間
で
す

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
お

よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々

と
が
達
成
す
べ
き
基
準
と
し
て
、
昭
和
二

十
三
年
十
二
月
十
日
の
第
三
回
国
際
連
合

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
採
択

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
十
二
月
十
日
を

「
人
権
デ
ー
」と
定
め
、加
盟
国
に
対
し
、人

権
擁
護
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行

事
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
今
年
度
の
人

権
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
県
内
の

主
要
箇
所
で「
特
設
人
権
相
談
所
」を
開
設

し
て
、Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
の
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
や
、
児

童
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰
な
ど
子
ど
も
に

関
す
る
問
題
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す

る
問
題
、そ
の
他
嫌
が
ら
せ
な
ど
、人
権
に

関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談

は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　お
気
軽
に
、
最
寄
り
の
相
談
窓
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　高
知
地
方
法
務
局

　☎
０
８
８
・
８
２
２
・
３
５
０
３
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　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　仁淀特産「千両ユニークパック」を正解者

の中から抽選で１名様に。（当選者の発表

は次号広報）

町の人口・世帯数
平成24年11月1日現在

  人　口6,501人　（－12）

  　男　3,056人　　　　　 

  　女　3,445人　　　　　 

  世帯数3,335世帯（－  6）

10月中の届出

転入18人　  転出23人

出生  0人　  死亡  7人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成24年12月1日発行（No.89）
編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　川又の花鳥踊りが披露され、

太鼓に合わせて躍動する勇壮

な舞が、訪れた見物客を魅了

しました。（Ｐ２に関連記事）

（織合　10月28日撮影）

第89回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　12/20（木）必着表

紙
の
写
真

ブ
ン
カ
サ
イ

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　歩
行
者
横
断
用
に
道
路
に
か
け
て
あ

る
橋

2

　地
球
の
衛
星
。
一
ヵ
月

3

　つ
と
め
や
学
校
の
休
み

4

　息
子
の
妻
。
花
嫁
。
新
婦

5

　徳
の
高
い
人
。
位
の
高
い
人

6

　西
日
本
の
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九

州
の
諸
地
方
の
沿
岸
部
に
よ
っ
て
囲

ま
れ
た
海
域

9

　雷
雲
の
間
に
お
こ
る
放
電
の
光

11

　相
撲
で
、
幕
内
よ
り
下
の
力
士

14 

身
を
引
く
こ
と
。
遠
慮
し
て
こ
と
わ

る
こ
と

16

　兄
弟
姉
妹
の
子
ど
も
（
男
）

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1

　天
の
北
極
の
す
ぐ
そ
ば
に
見
え
る
星

7

　記
録
。
文
献

8

　剣
道
の
練
習
で
使
う
割
り
竹
で
作
っ

た
刀

10 

自
分
の
思
い
の
ま
ま
、
気
の
向
く
ま

ま
に
す
る
こ
と

12

　不
同
意
。
不
承
知
。
い
い
え

13 

の
ぞ
む
。
ほ
し
い
と
思
う
。
ほ
し
が

る
心

14 

直
接
火
に
当
て
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
火

15

　海
水
。
海
水
の
み
ち
ひ

17

　加
熱
に
耐
え
て
燃
え
に
く
い
こ
と

18

　お
お
ぜ
い
集
ま
る
盛
大
な
会

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　十
九
人

・
正
解
者
数

　十
九
人

・
当

選

者

　平
田
八
栄
子
（
阪
南
市
）

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル

仁
淀
特
産「
千
両
ユ
ニ
ー
ク
パ
ッ
ク
」を
１
名
様
に

　「ふるさと千両会」では、上記のユニークパックの注文を

受け付けています。ふるさとの香りいっぱいの品々をご贈答

にいかがですか？

先着１３０パック限定
○お 値 段　１パック３, ２００円

　　　　　  （送料・消費税込、全国一律）

○発　　送　長者郵便局より１２月２１日（金）に

　　　　　　発送予定

○注文方法　お電話でご注文ください

○締め切り　１２月１５日（土）

ふるさと千両会
　（仁淀川町別枝沢渡・谷脇秀美）

　☎　０８８９－３２－１２０９

　今
月
の
賞
品
は
「
ふ
る
さ
と
千

両
会
」
提
供
の
仁
淀
特
産
「
ユ
ニ

ー
ク
パ
ッ
ク
」
で
す
。

　　 ユニークパックの中身
・千両５本（仁淀特産）　

・コンニャク２個（長者特産）　

・いりもち（秋葉生活改善グループ）

  （真空パック２個入り２パック）

・ちょうじゃみそ

  （無添加、国産大豆使用）

・梅、松の小枝

年末・年始のご贈答に！
仁淀の里から直送します




